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【テーマ】 
妊娠中のパートナーから暴⼒と幼少期の不適切な被養育体験の体験は、産後の⾚ちゃんへ
の不適切な養育に影響するか？ 
 
【タイトル】 
妊娠中のパートナーからの暴⼒と幼少期の不適切な被養育体験が及ぼす新⽣児への不適切
養育への影響 
 
【キーワード】 
パートナーから暴⼒、幼少期の不適切な被養育体験、新⽣児への不適切な養育、新⽣児虐待、
暴⼒の多重被害、暴⼒の連鎖 
 
【リード⽂】 
⼦ども虐待予防のために、周産期に起こる暴⼒の連鎖の理解し、妊娠中からリスクの⾼い妊
婦を早期発⾒・⽀援を⾏うことが重要です。この研究は、妊娠中のパートナーからの暴⼒と
幼少期の不適切な被養育体験が、どのように産後 1 か⽉の新⽣児への不適切な養育に影響
を与えるのかを明らかにしました。 
 


